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「
知
る
ぽ
る
と
」の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら
、「
金
融
と
経
済
の

し
く
み
」
↓
「
金
融
商
品
・
金
融
用
語
」
↓
「
金
融
商
品
な

ん
で
も
百
科
」の
順
番
で
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、左
の
よ
う
な
「
金

融
商
品
な
ん
で
も
百
科
」の
画
面
が
表
示
さ
れ
ま
す（
左
の

U
R
L
か
ら
の
直
接
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
も
可
能
）。こ
の
画

面
か
ら
、読
み
た
い
章
の
タ
イ
ト
ル
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ

い
。
各
章
の
項
目
一
覧
画
面
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
 

　
な
お
、第
1
部
と
第
3
部
の
情
報
に
つ
い
て
は
、W
e
b
ブ

ラ
ウ
ザ
で
そ
の
ま
ま
閲
覧
で
き
る
も
の
と
、P
D
F
の
2
種

類
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
P
D
F
で
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
、

こ
の
画
面
で
各
章
タ
イ
ト
ル
下
の（
P
D
F
●
●
K
B
）の
部

分
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。
 

   　
「
金
融
商
品
な
ん
で
も
百
科
」
は
、銀
行
、証
券
会
社
、保

険
会
社
な
ど
の
金
融
機
関
が
取
り
扱
う
主
な
金
融
商
品
の

特
徴
に
つ
い
て
、中
立
・
公
正
な
立
場
か
ら
解
説
し
た
も
の
で

す
。ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
合
っ
た
金
融
商
品
を
探
す
方
法
や
金

融
商
品
の
保
護
の
仕
組
み
、金
融
機
関
選
び
の
ポ
イ
ン
ト
な

ど
も
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
て
あ
る
の
で
、「
金
融
商
品
が

多
す
ぎ
て
違
い
が
よ
く
分
か
ら
な
い
」
と
か
「
自
分
に
合
っ
た

金
融
商
品
を
ど
う
探
せ
ば
い
い
か
分
ら
な
い
」
と
い
う
人
に

便
利
で
す
。
ま
た
、金
融
取
引
に
関
す
る
相
談
窓
口
な
ど
も

紹
介
し
て
い
ま
す
。
 

金
融
商
品
な
ん
で
も
百
科
 

No.3

や
っ
て
み
よ
う
！！
 

日
々
の
暮
ら
し
で
、金
融
情
報
や
知
識
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
、皆
さ
ん
は
ど
う
し
ま
す
か
？
 

そ
ん
な
と
き
に
便
利
な
の
が
、金
融
広
報
中
央
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ「
知
る
ぽ
る
と
」で
す
。
 

今
回
は
そ
の
中
か
ら
、金
融
商
品
の
種
類
や
特
色
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
る
 

「
金
融
商
品
な
ん
で
も
百
科
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
 

金
融
商
品
の
基
本
的
情
報
を
 

中
立
・
公
正
な
立
場
で
解
説
 

ま
ず
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
 

●「知るぽると」トップ画面 
http://www.shiruporuto.jp/ にまずアクセス 

●「金融商品なんでも百科」のURLは 
http://www.shiruporuto.jp/finance/kinyu/hyakka/

●「金融商品なんでも百科」の目次 

はじめに 

第1部：金融商品の選び方・組合せ方 
・金融商品の選び方・組合せ方 
・金融商品を巡る環境の変化と自己責任時代 
・ライフプランにあった金融商品を探す方法 
・金融商品の保護について 
・金融機関選びのポイント 

・ローン（住宅ローン以外） 
・住宅ローン 
・各種金融機関の紹介（金融商品購入の窓口） 

第3部：金融なんでも情報 
・金融なんでも情報 

第2部：金融商品大百科 
・50音別目次 
・預貯金 
・ゆうちょ銀行の貯金 
・信託 
・公社債 
・株式 
・投資信託（投資信託および投資法人） 
・保険・共済 
・財形貯蓄 
・その他の金融商品など 
・金融商品と税金 
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「金融商品なんでも百科」の中を見てみよう！ 

Webブラウザでの閲覧タイプでは、ページ下のメニューを
クリックすることで、前後のページを表示できます。 

「第1部：金融商品の選び方・組合せ方」の、
Webブラウザでの閲覧タイプ（左）と、
PDF（下）での表示。掲載内容は同じな
ので、読みやすい方を選んでください。 

「金融商品なんでも百科」は、主な金融商品の特徴等について基本的
な情報を解説しているものです。一方、個別の金融商品は、取り扱う金

融機関によって詳細が異なっていたり、新たなサービスが組み合わさ
れて商品が多様化していることもありますので、個別の金融商品の取
り引きを検討する際には、十分に商品内容を個別金融機関に問い合わ
せ確認してください。 

ポイント！ 

個別の金融商品については、別途よく情報を確認して！ 

「第2部：金融商品大百科」の「50音別目次」画面。さまざまな金融
商品について解説があることが分かります。 

「公社債」についての解説ページ。仕組みを図解するなど、初心者
にも分かりやすくまとめてあります。 


